
船舶事故等調査報告書 

平成２７年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４神第１２２号 

事故等種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２６年６月１１日 ２１時５０分ごろ 

発生場所 石川県金沢港港口 

 金沢港防砂堤灯台から真方位２７３°５９０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°３８.６１′ 東経１３６°３５.９７′） 

事故等調査の経過  平成２６年１０月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 龍王
りゅうおう

丸、１４トン 

ＩＫ２－５５９２（漁船登録番号）、有限会社龍王丸漁業部 

 第２１０－４６９３７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首外板及び球状船首に破損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、漁を終え、金沢港北西方沖を、

金沢港の港口に向けて約８ノットの速力で自動操舵により南東進中、

船長が、操舵室を離れ、船尾甲板で漁獲物の選別を行っていた。 

 船長は、本船が金沢港港口に近づく頃だと思い、船橋に戻ったとこ

ろ、目前に消波ブロックが見えたので、機関を後進としたものの、平

成２６年６月１１日２１時５０分ごろ、本船の船首が金沢港西防波堤

の消波ブロックに衝突した。 

 本船は、自力で航行して金沢港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約０.１ｍ 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、金沢港北西方沖を南東進中、船長が、操舵室を離れ、船尾

甲板で漁獲物の選別を行い、見張りを行っていなかったことから、消

波ブロックに接近していることに気付くのが遅れ、消波ブロックに衝

突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、金沢港北西方沖を南東進中、船長が、操

舵室を離れ、見張りを行っていなかったため、消波ブロックに衝突し

たことにより発生したものと考えられる。 



参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・常に適切な見張りを行うこと。 

 


